
テーマ ＜ドルフィンダイブＷを考察する＞ 

高稼動の理由は、『追い金タイミング』と、『特賞関連数値』。 

【スペック】。 

・大当り確率･････１／９７．７（高確時１／９．７７） 
・確変突入率･････４６％（突確２Ｒ＝８％・確変４Ｒ＝３８％・単発１５Ｒ＝５４％） 
・大当り出玉･････通常は４ﾗｳﾝﾄﾞ＝５００個(MAX)  ・時短機能･･･････フル時短・５０回 
 
ケースバイ シミュレーション（【33 玉交換店舗・利益率 15％・玉単価 0.7 円】として） 

（１）有効スタート回数 
   ・６．２回（ＢＹ＝１．５）※千円スタート値＝１９．４回 
（２）大当り出玉（通常時と突確含、平均Ｔ１Ｙ） 
   ・通常時＝４６７個 突確含＝４３０個 （調整 15Ｒ換算＝１７６０個調整と同等） 
   ・突確含総ＴＹ＝１，３３２個 
（３）平均特賞継続回数 
   ・３．０９７回（突確当り・時短引き戻し当り含む） 
（４）大当り回数（台アウト４２，０００＝７時間稼動として） 
   ・台平均初当り回数＝１９．６回  ・台平均特賞回数＝６０．７回 
（５）平均初期投資金額 
   ・約５，０５０円 
（６）時短５０回での連チャン引き戻し率 
   ・４０．２％ 
（７）単発終了時の持ち玉での回転数（時短５０回含む） 
   ・時短５０回（+メモリー４回分）＋３３．４回（４３０個分）＝８７．４回 
   ・８７．４回転で当る確率＝５９．３％ 
（８）次回の大当たりまでの、平均追い金額 
   ・持玉０個時、残りの確率到達必要回転数＝約１０回転＝追い金額は、約５００円！ 
（９）メモリー（４回）での連チャン率 
   ・時短時４回転＝４．０３％  ・高確時４回転＝３５．０７％ 
（10）特賞関連の所要時間 
   ・大当り消化時間（４Ｒ）＝約６４秒 ・高確中、次回当りまでの時間＝約４０秒（SA=15）  

・時短消化時間（当り引き戻し有の平均＝約２分・フル５０回の場合＝３分２０秒） 
 
【考察】 

このケースバイ・シミュレーションを見る限り、高稼動が確保できる理由が解ります。 
正直、『単純に、やめるタイミングが無い』のです。 
この機種に関わらず、いわゆる【羽根デジタイプ】（大当り確率１／１００程度）の需要は、 
ますます増えていくことでしょう。 
『如何に使いこなすか』そして『どう利用するのか』。それが重要です。 


